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#19-09 

【５月１日～１５日】 

〔モルドバの報道をもとに作成〕 

令和元年５月１６日 

在モルドバ大使館 
 

【主な出来事】 

●連立協議は進展が見られていない。ドドン大統領は，解散早期選挙の可能性を示唆。 

●EBRD，世銀はそれぞれ２０１９年の経済成長率を下方修正（EBRDは4％→3.5％，世銀は3.6％→3.4％）。 

 

１．内政 

連立協議 

▼政治家，識者等の発言 

・８日，元自由民主党副党首のテルグツァ氏は，民主党

は既に選挙キャンペーンを開始した旨発言。早期選挙と

地方選挙の同時選挙が民主党に有利に働くとした。 
・ISI 研究所のクルミンスキ氏は，ＡＣＵＭと社会党との協

議が成功することはまずないとした。 
・サンドゥＰＡＳ党首は，ＡＣＵＭと社会党とが合意に至る

可能性は小さいとした。サンドゥ党首は，ＡＣＵＭは社会

党との対話を進める努力を行っているのに対し，社会党

が意図的にプロセスを送らせているとして，社会党の対

応を非難した。 
・１５日，在モルドバ外交団と面談したドドン大統領は，６

月中旬までに議会を主導する勢力が構成されない場合

には議会を解散し，早期選挙を実施せざるを得ない状況

となる旨説明しつつ，それは外国投資の見合わせや予

算措置に問題が生じることを意味する旨強調した。 
▼連立についての世論調査結果 

・１３日，民間調査機関Association of Sociologists and 
Demographerによる世論調査結果が発表された。２９％

が社会党と民主党の連立が好ましいと答え，２７％が社

会党とＡＣＵＭの連立が好ましいと答えた。早期選挙実

施に対する支持は１５％に止まった。 
・早期選挙が次の日曜日に行われた場合いずれの政党

に投票するかとの問いに対し，社会党と答えた人は２７．

３％，民主党１６．９％，ＡＣＵＭ１６．７％，ショール党４．

１％，共産党２．２％，我らの党１．３％。 
・ＥＵ加盟に対する支持は３７．５％，ＥＥＵ加盟に対する

支持は３９．１％。 
▼憲法裁判所，大統領の首相指名権限を否定 

・（議会の指名を待つことなく大統領が独自の判断で首

相を指名することの可否についてにつき，ドドン大統領

が憲法裁判所の判断を求めていた件に関し）１５日，憲

法裁判所は，議会の過半数の支持を得ていない者を首

相に指名できないとの判断を示した。 
その他 

▼キク財務相，次期首相の噂を否定 

・７日，キク財務相は，同相が次期首相との噂が出回って

いることに対し，単なる噂であり，そのような議論は一切

存在しないとして否定した。 

▼戦勝記念日式典 

・９日，戦勝記念日の式典やイベントが各地で開催された。

ドドン大統領は，社会党が主催した戦勝記念式典に出席

すると共に，キシニョフ及びバルツィにおいてロシア人歌

手のコンサートを主催した。一方で民主党は，キシニョフ

市内中心部において戦勝記念日と欧州の日を記念する

イベントを開催した。 
２．外政 

▼ウリアノブスキ外務・欧州統合相，東方パートナーシ

ップ＋ヴィシェグラード外相レベル会合に出席 

・６日，ウリアノブスキ外務・欧州統合相は，スロバキアで

開催された東方パートナーシップ＋ヴィシェグラード外

相レベル会合に出席した。ウリアノブスキ大臣は，様々な

分野における東方パートナーシップ諸国とＥＵとの更な

る協力と結束が必要である旨述べつつ，東方パートナー

シップにおける中長期的な観点での協力ビジョンの必要

性を強調した。 
▼フィリプ首相，東方パートナーシップ１０周年式典出

席のためブリュッセル訪問 

・１３日及び１４日，フィリプ首相は東方パートナーシップ

１０周年式典に参加するためブリュッセルを訪問。１４日，

フィリプ首相は，式典のマージンにおいてハーン欧州近

隣政策・拡大交渉担当欧州委員と会談し，モルドバにお

ける議会選挙後の状況やＥＵモルドバ関係について意

見交換を行った。 
３．経済 

▼中国系投資グループ，マルクレシュティ国際自由空

港に関心 

・２日、ユルク経済インフラ省次官は、中国 Sichuan 
Ruifeng 投資マネージメント・グループの代表と会談した。

中国側は、モルドバのマルクレシュティ国際自由空港（経

済特区）への投資に関心を示した。同空港は、首都キシ

ニョフ１５０km北東に位置し、かつて旧ソ連軍が駐留して

いた場所に２００４年に建設され、２００８年から国際自由

空港として利用されている。利用目的は，航空サービス

業、輸出向け工業製品の生産及び外国貿易業務など。 
▼経済特区の状況 

・３日，２０１８年モルドバの経済特区（ＦＥＺ）の経済効果

が対前年比で非常に良い結果となったことが明らかにな

った。 
・２０１８年ＦＥＺへの投資は１５％（約４５百万ＵＳＤ）増加
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し、モルドバ全体への投資総額の２８％を占めた。 
・ＦＥＺの売上総額は、１１５億モルドバレイ（約６３０百万Ｕ

ＳＤ）で、対前年比５４％増加。 
・ＦＥＺからの輸出は、９３憶モルドバレイ（約５１６百万ＵＳ

Ｄ）で、対前年比５３％増加。モルドバ全体の輸出の２

１％を占める。 
・ＦＥＺでの被雇用者も１６，０００人、前年比３３％増加。Ｆ

ＥＺにおける平均賃金も全国の平均賃金に比べて１１％

高い。 
▼外貨準備の増加 

・７日、モルドバ国立銀行は、２０１９年４月末の外貨準備

額が２９億０４百万 USD になり、対前月比で８０．６８百万

USD の増と発表。 
▼電力生産量横ばい 

・７日、Moldoelectrica 社は、２０１９年第一四半期電力生

産量が、１１憶２２．６百万 KWH で前年同月比２％の減

になったと発表。 
▼農産品生産者価格の低下 

・７日、国家統計局は、２０１９年第一四半期の農産品の

生産者価格が、前年同期比４．２％減少と発表。項目別

では、野菜が６．７％の減少、家畜が０．８％の減少。 
▼ＥＢＲＤ，モルドバＧＤＰ成長率を下方修正 

・８日、EBRD は２０１９年モルドバの GDP 成長率を４．

０％から３．５％に下方修正した。政治の不安定から来る

国際的な援助パートナーからの援助資金の支払いの遅

延を指摘。 
▼世銀，モルドバＧＤＰ成長率を下方修正 

・１３日、世銀はモルドバの２０１９年ＧＤＰ成長率を３．

６％から３．４％に再度下方修正した（今年４月に３．８％

から３．６％に下方修正したばかり）。世銀は、対モルドバ

海外送金の鈍化と高いインフレ率が原因と分析。また、

世銀は、２０２０年は３．６％、２０２１年は３．８％のＧＤＰ成

長率を予測。 
 また、世銀は、モルドバの中期的インフレ率を５％±１．

５％と予測。２０１９年の財政赤字はGDPの２．７％になる

と予測。世銀は、モルドバ政治の先行き不安が、改革と

投資に影響を与えていると指摘。  
▼モルドバの年間インフレ率 

・１３日、国家統計局は、２０１９年４月時点のモルドバの

年間インフレ率を３．２％と発表した。項目別では、食料

品４．５％、非食料品３．７％、サービス０．５％。 
 また、２０１９年４月の消費者価格指数（CPI）は前月比１

００．８％。 
▼モルドバ国民の死因統計 

・１４日、国家統計局は、２０１８年のモルドバでの死亡者

が３７，２００人であると発表した。主な死因は、循環器系

５８．１％、悪性腫瘍１６．５％、消化器系９．１％、事故・中

毒・トラウマ６．１％、呼吸器系４．２％となっている。 
▼２０１９年第１四半期貿易統計 

・１５日、国家統計局は、２０１９年第１四半期の貿易統計

を発表した。  
・輸出は、７３３百万ＵＳＤで前年同期比８．１％の増加。

内訳は、機械・輸送機器２４．７％、食品・家畜２３．８％、

その他製造品１８．７％、石油以外の非食品原料１２．８％、

飲料・たばこ６．７％。輸出先はＥＵが６４．２％、ＣＩＳが１

４％。  
・輸入は、１，３６５．２百万ＵＳＤで前年同期比２．９％の

増加。内訳は、機械・輸送機器２２．９％、工業製品１６．

９％、石油関連製品１７．９％、化学製品等１５．３％、食

品・家畜１１．５％、その他製造品１０．３％。 輸入元は、

ＥＵが４７．８％、ＣＩＳが２６．９％、中国、トルコの順。  
・対日貿易は，モルドバからの輸出が３４８．５千ＵＳＤで，

前年同期比６０％の増加。モルドバへの輸入は１０．４百

万ＵＳＤ，前年同期比１４．３％増加。モルドバの対日赤

字は，１０．０５百万ＵＳＤ。 
▼２０１９年第１四半期運輸統計 

・１５日、国家統計局は、２０１９年第１四半期のモルドバ

の運輸の関する統計を発表、２．４百万トン（前年同期比

３２．８％増加）の貨物輸送があった。  
・旅客については、２５．３百万人の輸送があり、内、２４．

６百万人がバス・ミニバス、３９万人が鉄道、２７万人が空

輸、２万人が河川によるもの。  
経済協力 

▼世銀，電力システム開発プロジェクトに融資 
・９日、世銀は、モルドバ電力システム開発プロジェクトに

期間３０年の７０百万ユーロの借款を供与することを承認

した。 
▼ＵＮＩＤＯ，２０１９－２３年に総額２９百万ドル支援 

・１４日、ＵＮＩＤＯはモルドバで２０１９－２３年の間に総額

２９百万ユーロをモルドバの持続可能な産業発展のため

に使う。プログラムの主な内容は、産業競争力、市場アク

セス、技術革新及び投資の促進、農村部での雇用拡大、

企業活動の活発化、持続可能エネルギーと環境マネー

ジメント等。モルドバの調整官庁は、経済・インフラ省とな

り、農業・地域開発・環境省がプロジェクト・パートナー官

庁となる。 
▼ＥＢＲＤ，２０１８年融資額過去１２年で最低水準 

・１４日、ＥＢＲＤの財務報告書によれば、２０１８年に

EBRD はモルドバに２３百万ユーロを融資したが、これ

はここ１２年間で最低の水準。２０１７年は１３１百万ユーロ

だった。 
４．トランスニストリア 

▼フラッティーニＯＳＣＥ特別代表の訪問 

・１０日～１１日，フラッティーニ・トランスニストリア和平の

ためのＯＳＣＥ特別代表がキシニョフ及ティラスポル（トラ

ンスニストリア）を訪問した。 
・１１日，フラッティーニＯＳＣＥ特別代表は，レスニク国家

再統合担当副首相と会談し，トランスニストリア地域の現

状等について説明を受けた。レスニク副首相からは，トラ

ンスニストリアにおける教育機関の学位の認証手続きや
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車両ナンバープレート発効手続きの状況などについて

報告した。また，コバスナ村に保管されている旧ソ連軍の

弾薬が環境や住民に与える悪影響について説明しつつ，

早期の移送が必要であるとした。これに対し，フラッティ

ーニＯＳＣＥ特別代表は，ＯＳＣＥはこれまで何度も弾薬

庫の視察を要求しているがこれが実現していないとして，

引き続き優先事項の一つとしてこれを求めていく旨返答

した。 
・また，同日，フラッティーニＯＳＣＥ特別代表は，ティラス

ポルにおいてクラスノセルスキ「大統領」及びイグナチェ

フ「外相」とそれぞれ会談した。会談において，クラスノセ

ルスキ「大統領」は，モルドバ国内の政情が理由で両岸

間の協議は停止されている旨述べつつ，モルドバ側がト

ランスニストリア地域におけるロシアの新聞の流通を妨害

している等不満を述べた。 

・フラッティーニＯＳＣＥ特別代表によれば，次の５＋２協

議は７月か９月に開催される見通し。 
５．その他の情勢 

ガガウズ自治区 

▼ガガウズ自治区長官選挙キャンペーンの開始 

・１日，６月３０日に予定されるガガウズ自治区における同

区長官選挙の選挙キャンペーンが開始された。 

・１０日，ブラフ同自治区長官は，選挙委員会に同自治区

長官選挙への立候補を届け出た。 

６．対日関係 

▼天皇陛下のご即位に関する報道多数 

・１日，天皇陛下のご即位について多くのモルドバ・メディア

が報じた。 

 

 

（了） 


